
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

須高地域医療福祉ネットワーク推進事業 

～チームで支える保健・医療・福祉・介護～ 

目 的 

住民が住み慣れた地域で安心して健やかに

生活できることを目的に、地域医療福祉ネッ

トワーク推進事業を実施する。 

取り組むべき課題 

１ 感染症（新型インフルエンザ等）及び災害時の医療体制

整備 

２ 医師・看護師不足に対する取り組み 

３ 退院支援・在宅医療福祉の包括的取り組み 

４ 保健・医療・福祉関係者等の資質向上を図るための研修

及び啓発に関すること 

５ 救急医療体制の整備 

６ ５疾病（癌・脳卒中・心疾患・糖尿病・精神疾患）の重

症化予防 

７ その他必要と認める事項に関すること 

須高地域医療福祉推進協議会 

【構成団体】 

◎須高医師会       ◎須高歯科医師会 

◎須高薬剤師会      ◎長野保健福祉事務所 

◎県立須坂病院      ◎新生病院 

◎轟病院         ◎須高地区介護保険サービス事業者  

◎須高地区居宅介護支援事業所  ◎須高地区訪問看護ステーション 

◎須高地区社会福祉協議会 ◎須高行政事務組合 

◎須坂市消防本部     ◎３市町村 

                            

【役  員】 

会 長 須坂市長    理事 須高歯科医師会長 

副会長 小布施町長   理事 須高薬剤師会長 

副会長 高山村長    理事 長野保健福祉事務所長 

副会長 須高医師会長  理事 県立須坂病院長 

            理事 新生病院長 

            理事 轟病院長 

            理事 須坂市副市長 

            理事 小布施町副町長 

            理事 高山村副村長 

            理事 介護保険施設の代表 

理事 訪問看護ステーションの代表 

事業の成果 
１ 感染症早期探知システム（安心ネット）の構築（平成 22 年 12 月） 
２ 「須高地域で安心して医療介護福祉が受けられるために」のＤＶＤ・冊子の作成

（平成 23 年 9 月） 
３ 須高地域医療福祉シンポジウムの開催（平成 24 年２月） 
４ 在宅医療連携拠点事業【復興枠】に取り組む（平成 24 年度） 

(1) 在宅医療 24 時間サポートする「須高在宅ネットワーク」体制を構築した。 
(2) 緊急対応をチームで支えるために情報共有システム「在宅安心ネット」を導入

した。 
(3) 在宅で看取りができる須高地域を目指して「リビング・ウィル」の文化を広げ

る。『終末期医療・ケアについての生前の意思表明』を作成。 
(4) 在宅療養者に発電機の無料貸し出しを開始。 

 

【第１専門委員会】 
◎感染症及び大規模災害時の医療体

制整備について 
◎医師・看護師不足に対する取り組み

について 
・須高医師会 
・長野保健福祉事務所 
・県立須坂病院 
・須高薬剤師会 
・須高歯科医師会 
・須坂市消防本部 
・須高行政事務組合 
・須高三社会福祉協議会 
・須高三市町村教育委員会関係 
・須高三市町村危機管理担当 

【第２専門委員会】 
◎在宅医療福祉について 
・須高医師会 
・須高歯科医師会 
・須高薬剤師会 
・県立須坂病院 
・新生病院 
・轟病院 
・須高地区訪問看護ステーション 
・須高地区居宅介護支援事業所 
・須高地区介護保険施設 
・須坂市地域包括支援センター 
・小布施町在宅介護支援センター 
・高山村地域包括支援センター 
・須高三社会福祉協議会 
・須坂市消防本部 
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